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湧水の里づくりの一歩が始まる

■湧水小屋が完成する
今年 の７ 月 から 進 めて 来た 「湧 水の 里づ く

り 」活 動が 実を結 び 、つ いに １ １ 月に はトゲ ソ

の池脇に「湧水小屋 」 が建ちました 。

１ １ 月 ７ 日に は 、そ の 完成 式が あり 清 水の

名 前 を 「 ど ば しっ こ し みず 」と 名付 け ま し た 。

完 成 式 で は 、 看 板 の 披 露 、 絵 馬 の 飾 り 付

け、 餅つきな どお祝い行事を行いま した 。

▲１ ０月１ ０日 建前 ・ ダン ゴ撒き

▲１１ 月７ 日 竣工式の絵馬取り付け

■ 経過－７ 月に話し合い

こ の 度の 湧 水小 屋の 建 設は 、 セブ ン -イ レ

ブン の 「みど りの 基金 」より 助成を頂き進 めて

きました 。

テ － マ は 、 ト ゲ ソ が 棲め る 清流 の 里づ く り

「地域 自然湧水 保全事業 」 というも ので した 。

経 過 は以 下 の通 り で す が 、 何よ り も 「九 区

明る い 家 庭作 り 協議 会 」 さん と 協働 で 進 めら

れた のが 、 大き な バッ ク ア ッ プ とな り ま した 。
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◆トゲ ソは、 川の 中に巣 をつくり

オスが 子育 てをする稀少 淡水 魚 です。
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【事前の取り 組み 】

６ ／ ９ 土堀 ・四ッ 屋新の区長 さん な どの

役員に説明

６／ １９ 九区公民館 運営委員の 皆さんに

説明。

６ ／２ ２ 地元関係 者と農家 組合の 皆さん

に説明。

◇ 五 泉市 で 初 めて の 住民 主体 の 「 地 域づ く

り 」 と な る。五 泉市より 五泉ア ピ－ル事 業と

して 支援をいただ く。

■ ７月に３回の話し合い

第 １回ワ －ク ショ ップ 九 区公 民館

時半～ 時７月 ４日（ 日曜 日） 9 12

◇ 地 域 の 宝 物 を 発 見 し よ う 、 地 域 を 知 ろ

う 、 と第１ 回の ワ－ ク シ ョ ッ プ が７ 月４ 日 に行

われました 。

９ ０ 人 の 参加 が当 日 は 、 子 ど も を 含 め て

あ り 、 6班 に わ か れ て湧 水 見 学 など 、 ぶ ら

ぶらと現地歩きを行いました。

そ の後会 場に 戻り 「地域 の宝 もの マップ

づくり 」が行われました。

坂 田様の 庭にあ る大ケ ヤキが 幹まわり で

5ｍ 15ｃ ｍも あ り、 おそら く五 泉市 内で一番
の巨 木で はない かとい う大 発見 もあ り ま し

た。

第２ 回ワ－ クシ ョッ プ 九区 公民 館

時半～ 時７月 ４日（ 日曜 日） 9 12

◇２回目の話し合いでは、湧水小屋の計画

案づくりを行いました。

また、 「土掘・四 ツ屋新 地域 の昔」 とい う

タ イトル で、 九区の 地名や神 社仏閣に つい
て報 告 が あり ま した 。そ の 後 、新 潟 ベ トの

会の柴田さんから 「土掘の湧水に ついて 」

という表題でこ の地区の湧水の特徴などに

ついて特別報告もありま した。

終了後、 お昼 には、 みん な で カ レ－ライ ス を

いただきました 。

各班の湧水小屋プラ ンに投票▲
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第３ 回ワ－ クシ ョッ プ 九区公 民館

時半～ 時７月 ４日（ 日曜 日） 9 12

◇ ３ 回 目の ワ ーク シ ョ ッ プ では 、 湧水 小 屋

のデザインを考えました。

まず、 秋田 県六郷 町など の「湧水を テー
マにした地域づ くり 」の事例を勉強し 、デザ

インづくりの参考にしました。

これ から つ く る湧 水小 屋に 対し ては、 大

きさは1.5間×1.5間 （ 4.5畳 ） 、 壁はつ くらず

柱 だ け の つ く り と する 、 ベ ン チ を据 え 付 け

る 、水 舟を 設置 するなど の 意見が あ りま し

た。また、湧水小屋 の名前は投票ゲームを

行 っ た 結 果 、 昔 か ら 地 元 で 使 わ れ て い た

「 ど ば し っ こ し み ず 」 に 投 票 が 集 ま り ま し

た。

湧水小屋の建設はじまる 。■

１１月７日に湧水小 屋が完成

その後の日程は、下記のとおりで す。

９ ／２ ２ １ ０ 月の建設 日程な ど を役員の

皆さんと協議

１ ０ ／ ２ 建 設の 基礎 工 事と水 留 め矢板

打ち

１ ０ ／ １ ０ 上 棟 式 とダ ン ゴ 撒 き 。 子 ど も た

ちに よる記念のビ－玉埋め。

１ １ ／ ７ 湧水 小屋 建設

看板披露と竣工式。

九区 公民館 で 餅つ き祝

賀会。

上段 餅つ き 下段 看板除幕▲

▲湧水小屋の設計図
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★夏－清流スク－ル大盛況
実施内容▼

◎日時 平成１６年８月８日（日曜日）

◎場所 早出川右岸 太川橋下 赤羽地内

２００名◎参加者

◎体験活動 全体活動

着衣泳体験 （午前） カヌ－体験（午後）

コ－ス体験 Ａコ－ス ダンボ－ル舟作り◎

Ｂコ－ス 石焼きピザ作り Ｃコ－ス 投網・魚とりの指導

開会式■
ジリジリと暑くなるなか、スタッフを入れて２００名

近い参加者が集まり、開会式が始まりました。

開会式では、五泉トゲソを守る会の高橋会長か

ら挨拶があり、それぞれ来賓の皆様から挨拶を受

けた後、元気よく準備体操をして、「第４回清流スク

－ル」を始めました。

■ 着衣泳の体験
全体の体験では川の事故対策として着衣泳の指

導を行いました。今回も東京から指導者として君塚

芳輝さんが来てくれました。君塚さんは、一人ひとり

手にとって「着衣泳」のポイントを指導してくれまし

た。

■ ダンボ－ル舟作り
Ａコ－スでは、事務局の用意したダンボ－ルと

設計図を見ながら、ダンボ－ル舟をつくりました。親

子で製作した後､「名前」や「記念の色ペイント」を塗

って、さっそく進水式を行いました。

☆ 第４回「清流スク－ル」を実施して…

清流スク－ルは、今年で４回目を迎え、いままでになく大勢の２００名近い方が参加してくれま

した。また、例年より１週間早くなりましたが、天候にも恵まれスク－ルを無事開催することがで

きました。今年はＮＰＯ新潟水辺の会や阿賀野川沿いでいろいろな活動をしている阿賀野川連

携ネットワ－クの皆さんと一緒に実施することができ、写真展やダンボ－ル舟づくりと新しいイ

ベントも試行されました。清流スク－ルは、地域にある川という財産を通して「川の接し方」「川

の遊びと安全」「川のまちづくり」を考えるという、三つの目標をもっています。

今回は、みんなで楽しもうを全面に出した催しとなりましたが、今後は少人数でもじっくりと川と

向き合う「清流スク－ル活動」も必要との反省がありました｡
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■ 石 焼 き ビ ザ 作 り
Ｂコ－スは、これも初体験のピザ作りに挑戦して

もらいました。やっぱり、食べ物は人気が高く３０名

余りが参加。

ダンボ－ルに銀紙を張った簡易オ－ブンでピザ

を作りました。お昼には、いい匂いのするピザをみ

んなでいただきました。

■ 投網と魚とりの指導
Ｃコ－スでは、阿賀野川漁業組合の応援もいた

だきながら、事務局が用意した「投網」の投げ方を

練習していただきました。なかなか、投網がうまく開

かず、苦労していました。

肝心の魚の姿はあまり見えず、カジカなどの魚

がとれました。

▲大人顔負けの見事な投網

■ お 昼 ／ 豚 汁
楽しかった遊びの後はぐっとお腹も空きます。

トゲソの会のサポ－タ－が作ってくれた大鍋の豚

汁、川魚、スイカなどを一緒に食べながら、ひととき

を過ごしました。

■ カヌ－教室／写真展／魚類説明
ご飯を食べた後は、まだまだ元気の子どもた

ちを中心にカヌ－の体験をしました。親子で乗る

方、兄弟で乗る子、友達同士で乗る子どもと初体験

のカヌ－を楽しみました。初めは、パドルもぎこちが

なかった子どもたちもあっという間にうまく漕げるよ

うになりました。

清流スク－ルの最後は、この日捕獲された早出

川の魚について説明がありました。アユ、カジカ、ウ

グイ、ヤリタナゴ、オイカワなど１６種類の魚類が捕

獲されました。
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活動の報告／交流の報告／トピックス

月２９日① ８
第２回「水と緑の寄ったかり」発表

グランプリ「水縁賞」獲得

▲陸に上がったトゲソ。グランプリをいただく

◇８月２９日に新潟県新潟地域振興調整会議が中

心となった「にいがた水と緑ワ－クショップ実行委員

会主催」の「第２回水と緑ワイワイがやがや寄った

かり」発表会が新潟で開かれました。

トゲソの会は、昨年に続いて２回目の参加でし

た。発表内容は、第４回清流スク－ルでしたが、何

とグランプリにあたる「水縁賞」を頂きました。

この日、参加したのは高橋会長を含めて３名でし

たが、トゲソの帽子を被ったり、水中眼鏡やダンボ

－ル舟の格好をしてパフォ－マンスをしたことが印

象度を高くしたようです。

また、４回となる地域の財産である川を磨く継続

的な活動についても評価を受けました。副賞として

朝日酒造の最高のおいしい酒をいただき、（陸に上

がった）トゲソもうれしがっていました。

（◆報告 中村世話人）

会費 振り込み郵便 口座番号■

００５１０－２－２３３４６

加入者名 五泉トゲソを守る会■

会費 １年間１，０００円です。■

② ９月２４日

トゲウオを通じて日本の水環境を考える

第２回トゲウオ全国サミット に参加in Ono
９月２４日（金）・２５日（土）に福井県大野市で第

２回トゲウオ全国サミット in Onoが開催されまし

た。

日本には、イバラトミヨをはじめとしてトミヨやイト

ヨなどトゲウオと呼ばれる魚が生息しています。トゲ

ウオの仲間は、一般に水温が２０℃以下で流れの

緩い場所を好むため、本州では北緯３５℃以北の

湧水域にトゲウオが生息しています。しかし、イバ

ラトミヨをはじめとして日本のトゲウオは、河川や湧

水環境の変化により、近年急速に減少しています。

このような現状に対して、１９９５年に山形県東根市

で第１回のトゲウオ全国サミットが、２００２年には

岩手県大槌町ではイトヨサミットが開催され、自然と

共生する町づくりについて議論されてきました。

▲大野市有終南小学校のイトヨの寸劇

大野市は「清水（しょうず）」の街

今回サミットが開催された福井県大野市は、街の

あちこちに湧き水があふれる情緒豊かな城下町で

す。数多くの湧水地のうち、「本願清水（ほんがんし

ょうず）」と呼ばれる湧水地は、昭和９年に淡水型イ

トヨの南限の生息地として国の天然記念物に指定

されています。

大野市では、淡水型イトヨの保護と水環境の学

習の場として、「本願清水イトヨの里」をつくるなど、

自然と共生する町づくりに取り組んでおり、トゲウオ

から日本の水環境を考えようと、第２回トゲウオ全

国サミットが開催されました。

サミットには、秋篠宮殿下が御臨席され、秋田県
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から岐阜県まで全国各地でトゲウオの保護活動に

携わっている方々が参加しました。新潟県からは、

新発田市の加治川ネット２１と五泉トゲソを守る会

の会員が参加しました。

サミットは、まず歓迎レセプションで幕が開きまし

た。レセプションには、秋篠宮殿下が招かれ、福井

県指定無形民族文化財の「神子踊り」が披露される

など盛大に行われました。トゲソを守る会の会員

は、トゲソの帽子をかぶり、参加者の注目を集めま

した。また、加治川ネット２１の会員は、殿下のグラ

スにビールを注ぎ、なごやかに歓談をされるなど、

レセプションから大いに盛り上がりました。

「トゲウオ学」を提唱された秋篠宮殿下

★２５日のサミットでは、総合地球環境学研究所

の秋道教授や文化庁の花井主任文化財調査官に

よる講演があり、秋道教授はトゲウオを人間の暮ら

しや歴史ととも考えれば、地域独自の物語りとして

の「ビオストーリー」ができ、ビオストーリーを日本各

地で語りあうことが大事であると述べられました。ま

た、花井調査官は、身近な自然環境を守っていくに

は、行政と地域住民が協働し、果敢に行動する必

要があると話されました。

講演の間には、大野市有終南小学校の子供達

が総合学習の成果を寸劇で発表しました。イトヨを

通じて学んだ水環境の素晴らしさ・大切さを子供達

が真剣に訴える姿に、参加者の多くが感動の涙を

浮かべました。

その後、保護活動の現状が、会津イトヨ研究会

の山中代表と、秋田県のハリザッコを守る会の神

宮字さんから報告され、活動報告に引き続き、パネ

ルディスカッションが行われ、全国各地で行われて

いるトゲウオの保護活動の現状と問題点を論議さ

れました。パネルディスカッションには、樋口世話人

がパネラーとして参加しました。パネルディスカッシ

ョンを通して、トゲウオが直面している現状は、各地

で異なっていましたが、トゲウオや水環境を守って

いくには、地域住民と行政、学識者が連携した活動

の必要性が認識されました。

サミットの閉会にあたり、秋篠宮殿下から、素晴

らしい水環境を守っていくために、生物学的な視点

だけではない、地域の文化、歴史も含めた「トゲウ

オ学」の構築が必要ではないかというお言葉をいた

だき、盛会のうちにサミットは幕を閉じました。

（◆報告 樋口世話人）

③ １０月２日

地域の在来・固有の野生生物を守ろう
「生物多様性保全ネットワーク新潟」が設立

１０月２日（土）に「生物多様性保全ネットワーク

新潟」という新たな団体が設立されました。

「かけがえなのない自然」と大切さが唱えられな

がら、新潟県でも在来・固有の野生生物の多くが絶

滅の危機に瀕しています。そのため、県内各地で

多くの団体・個人が野生生物を守る活動を行ってい

ますが、それぞれの団体・個人だけでは解決できな

い様々な課題が多くあります。そこで、県内の団体

・個人が互いの情報を交換し、活動の連携を深め

るために、新しい団体をつくることになりました。

新潟市鳥屋野地区公民会で行われた設立総会

では、規約、役員体制などの討議や活動報告が行

われ、代表に諸橋潔さん（自然観察指導員の会

他）、副代表に松木保さん（ねっとわーく福島潟）、

事務局長に井上信夫さんが（ゆきぐに自然塾）選出

されました。五泉トゲソを守る会もこのネットワーク

の会員となり、世話人の樋口正仁が副代表に就任

しました。また、総会では、樋口世話人が「イバラト

ミヨと取りまく現状と地域連携」という活動報告を行

いました。

このネットワークの特徴としては、魚類、鳥類、植

物、昆虫、ほ乳類、地質、環境教育などの大学教

授や専門家２９名の顧問と、専門部会という形で連

携活動を進める体制をとっていることがあります。

２００５年の３月１９日（土）には、「今、野山で何

がおきているのか・・・人と野生動物共存の道をさぐ

る！」という内容で第２回生物多様性シンポジムウ

ムが予定されています。

（◆報告 樋口世話人）
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④ １１月１３日

４回目 トゲソの個体数調査を実施

今年度もトゲソの主要生息場所である土堀と

猿和田の水路で個体数調査を実施しました。調

査はトゲソの会員と新潟県ビオトープ管理士会

の方などの協力を得て、一日かけて行いました。

方法は、水路の上下流を網で仕切り、その中

にいるトゲソや他の魚類、水生生物等の捕獲を

行い、個体数や全長を計測後、また元の水路に

放流しました。

その結果、トゲソの個体数は土堀、猿和田とも

に昨年と比較して大幅に増加していました。トゲ

ソの他にはスナヤツメ、ホトケドジョウ、シマドジョ

ウ、ドジョウ、ウグイ、アブラハヤ、ヤリタナゴ、メ

ダカが確認されました。

土堀では、４年前に創出した保護池で多数のト

ゲソが確認され、トゲソの生息場所として機能し

ていることがうかがわれました。しかしながら、現

在かかえる大きな問題もあります。土堀の水路

全体に外来種であるコカナダモが繁茂し、在来

種のミクリを駆逐しています。このコカナダモがト

ゲソにとってどのような影響を与えるかはまだは

っきり分かりませんが、昔から生息しているトゲソ

にとっては、昔と同じような環境が一番いいと考

えられます。

これからも元の環境に戻るようにコカナダモの

駆除を続けていきたいと思います。

猿和田ではトゲソの他に、スナヤツメ、ホトケド

ジョウ、シマドジョウ、メダカが確認されました。猿

和田も個体数は増加したのですが、水質環境が

悪化しているように感じられました。猿和田の水

源は主に農業排水ですが、それでも、数箇所で

湧水があり、水質も良好な状態に保たれていまし

たが、今回の調査では、湧水は確認されず、そ

の影響で水質が悪化していたように考えられまし

た。また、水路の底には泥が堆積し、異臭もあり

ました。来年度は、水路管理ということで、定期

的な泥上げが必要と感じました。

寒い中での調査でしたが、調査に協力してい

ただいた方々に感謝申し上げます。この調査で

得た資料は、今後の保護活動に役立てていきた

（◆報告 斉藤世話人）いと思います。

⑤ １１月２６日

塚野金松顧問が 市勢功労表彰

▲市長より表彰を受ける塚野顧問

当会の顧問塚野金松さん（土堀）が、平成１６年

度の市勢功労者として表彰されました。

表彰の内容は、「環境保全功労」で長らく自然観

察指導員として活躍されていたことや、トゲソの発

見などに功労があったものです。

おめでとうございます。

塚野さんは、しばらく体調を崩されて入院されて

おられましたが、徐々に回復しており、当日も直接

市長より表彰を受け取られました。

インタ－ネツトでトゲソに会ってください

ホ－ムペ－ジアドレス■

http://www.geocities.jp/gosentogeso/

index.htm

会員の皆様 e-meilｱﾄﾞﾚｽをお知らせくだ■

さい。案内と情報をお届けします。
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トゲソの会・活動日誌

２００４年６月～１２月まで

★もう、０４年も終わりが近づいてきました。

活動も夏から秋にかけて様々なとりくみがありま

した。６月から１１月までの取り組み内容です。

▲１０／３ 生涯学習フェスティバル展示ブ－ス

月】【８

８／ ７ 「清流スク－ル」ＦＭ新津アナウサ－と打

ち合わせ 君塚さん他講師迎え

夜川原にて歓迎会６名

８／ ８ 第４回清流スク－ル ２００名参加

早出川川原 カヌ－教室他

８／１１ 新津地域振興事務所 県民だより取材

８／２３ 九区公民館「納涼会」 ２名参加

８／２９ 第２回「水と緑の寄ったかり」発表

グランプリ「水縁賞」獲得

８／３０ 新津地域振興事務所聞きとり取材

環境部門登録「団体」聞き取り

月】【９

９／ ３ 清流スク－ル反省会 新津市５名

９／ ９ 第６回トゲソを守る会世話人会開催

９／１３ 顧問塚野金松さんを市勢功労者として会

から推薦

９／２０ 「新潟県自然・環境保全連絡協議会」の

総会 ユニゾンプラザ

９／２１ 早出川土地改良区と協議 ３名

９／２２ 湧水の里づくり「九区役員会」

９／２４ 第２回トゲウオ全国サミット福井県大野市

樋口他２名参加 歓迎レセップション出席

２５日に樋口バネラ－参加

９／２７ 第２回生涯学習フェス実行委員会

９／２８ 五泉南小学校 新発田市イシャジャ生息

地訪問 トゲソの会より２名支援

９／２９ 大野市訪問 五泉市教委へ後援申請

９／３０ 五泉川東小へ トゲウオ大使派遣募集

のチラシ配布と募集

月】【１０

１０／ ２ 湧水小屋作り 矢板打ち作業９名参加

〃 生物多様性保全ネツトワ－ク設立総会

活動報告 樋口

１０／ ３ 湧水小屋作り 基礎・コンクリ－ト橋か

け ８名参加

１０／ ３ 生涯学習フェスティバル展示ブ－ス出展

水槽展示 ３名参加

１０／ ６ 新潟日報「緑の守り人」掲載

１０／１０ 湧水小屋上棟式 ダンゴ撒き９名

全体で４０名

１０／１７ 川東小学校文化祭 ４年生トゲソの発

表（総合的学習）

１０／２１ 佐藤教育長へ陳情 ４名「親書の依頼」

１０／２３ 新潟中越地震 震度７ 高速道閉鎖

１０／２６ 川東小学校 参加児童１２名へ栞発送

地震の対応他

１０／３０～３１ 北陸連携大野市の訪問・五泉トゲ

ソを守る会２４名（内川東小児童１２名）

・中条イバラトミヨ・水芭蕉の会 ３名

・加治川ネツト２１ ３名 計３０名訪問

月】【１１

１１／ ３ 旗野住建と竣工式の打ち合わせ

１１／ ５ 生涯学習フェス反省会 総合会館

来年度に向けた打ち合わせ

１１／ ６ 阿賀野川流域連携フォ－ラム

鹿瀬町豊実 高橋 中村

１１／ ７ 湧水の里づくり「湧水小屋」 竣工式

看板披露 祝賀会 約４０名

トゲソ１２名 加治川ネット２１ ２名

１１／１０ 川東中学校 トゲソの学習 高橋他

１１／１３ 土堀猿和田トゲソの生息調査 １０名

新潟県ビオト－プ管理士会様２名支援

１１／１８ 第７回トゲソを守る会世話人例会

１１／２６ 五泉市市勢功労表彰式 図書館

顧問 塚野金松さん「環境保全功労」

として表彰される。

１１／２６ 北中総合学習支援 加藤 瀬倉

地震に負けず がんばろう！
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地域の宝物 （ ４ ）

タイコウチ

☆ １ １ 月の ト ゲ ソの 生息 調査 で 珍し い生

き物に出会うことがで きま した 。

カ メ ム シ 科 「タ イ コ ウ チ 」 で す 。 昔は 、

田ん ぼの 水辺に どこに で も見ら れたもの

で す が、最 近、さ っ ぱり見 ることがで きな

く な っ た 水 生昆 虫で す 。 前脚 に 、 見事 な

捕 獲脚 を 持っ て お り 、 これ で 小魚 を捕 ま

え るようで す。

トゲ ソの里の生き物▲

ま た、 一 緒 にコ オ イ ムシ も 確 認され ま

した 。 コ オイ ムシ は、そ の名の とおり 、オ

ス が子を 背中にお んぶ して育て るめずら

しい水生昆虫で す。

会情報☆

■ 地震 で 延 期と な っ て い た 「第 ２ 回 （財 ） こし

じ 水と 緑 の 会 ・ 朝 日 酒 造 自 然保 護 助 成 基 金

成果発表会 」が下記の日程で 開催されま す。

期 日 ：平 成１ ７年 １月 ２ ９日 （ 土）

時 間： １ ３ ：３ ０～１ ６ ：０ ０ （ 予定 ）

会 場： ホ テルニ ューオータニ長 岡

発 表会 で は 、樋 口 世話 人が 助成 結果 の報

告 を 致し ま す 。 新 しい 、 「分 布 南 限 域 の イ バ

ラト ミヨ の遺伝的 特徴 」がは じめて 明ら かにさ

れます 。申し込みは会へ。

名 前編 （４ ）

☆ トゲソ は イバラ ト ミ ヨの五泉市 周辺の

呼 び 名 で す 。 トゲ ソ の ほか に 、 トゲ シ や ト

ギ シ な ど 五 泉 市周 辺 だ け で も １ ０ 以 上 の

呼 び 名 が あ り ま す 。 新 潟 県 内で は、 中 条

町 や 新発 田 市で はイ シ ャ ジ ャ 、 山 形県 遊

佐 町 で は ト ゲ ヨ や ト ゲ オ と 呼 ば れ 、 棘 や

針 にちな ん だ呼び名 が多くな って い ます 。

あ な た が お 住 ま い の 地 域 で は 、 ト ゲ ソ の

ことを何と呼んで いま すか。

◆いよいよ、年 末 とな ってき ました。 今年 は、 「災 」 の年 でした。 ７月に三 条

地域 に大水 害が あった かと思うと 、 １１月 には中 越地 震と 、 いろ いろ な自然

災害 が 続き ました。 会員 には、 長岡 市の 方 もいらっしゃいます。 お見舞 い

申 し上 げま す。でも 、新 潟は 「地 震に負 けず！が んば りた い 」と思いま す。

◆振 り返 ってみ ると、 今年 は トゲソを守る会 にとっ ても大 きな 二つの 仕事 を成し遂げ た忙 しい年でした 。

土 堀の 「湧 水の 里 づくり 」は 報告 のとおり です。大 野 市へ 訪問 した 「 北陸 連携 事業 」については 、 次号 でご報

告 した いと思います。 来年 は 、皆 様方 にとって 良い年 でありま すよう 、お祈り 申 し上 げます。

℡ ･fax 0250-22-0271 Eﾒ-ﾙ t oge so@be ige. pl a la . or. jp編集 中村 連絡先
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